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＝10万人（人口）

は、三大都市圏（東京圏、名古屋圏、大阪圏）

　　　（1000万人→1100万人→1200万人→1300万人）
　　　　1962年　　　1966年　　　2000年　　　2010年

・東京への人口の一極集中が再び加速化

は、ふるさと知事ネットワーク県

は、その他

１

○人口の分布状況

三大都市圏（東京圏、名古屋圏、大阪圏）

出典：国勢調査、将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）
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三大都市圏
（９都府県）
３，５１１万人

ふるさと知事ネット
（１３県）
１，４８４万人

２.４倍

三大都市圏

６，２２０万人

ふるさと知事ネット

１，５８１万人
３.９倍

現 在

2040年

三大都市圏

５，５１８万人

ふるさと知事ネット

１，２１８万人
４.５倍

・戦後、人口は地方から大都市へ恒常的に流出。近年、東京への人口一極集中は加速化
（1962年：1000万人⇒ 1966年：1100万人⇒ 2000年：1200万人⇒ 2010年：1300万人）

・地方の人口は、今後３０年（2010年～2040年）大幅に減少、地域社会の活力維持は大きな課題
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人口の１／２が三大都市圏に集中
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＝2.4千人（学生数）

は、ふるさと知事ネットワーク県

は、その他

は、三大都市圏（東京圏、名古屋圏、大阪圏）

＝３社（上場企業）

は、三大都市圏（東京圏、名古屋圏、大阪圏）

は、その他

は、ふるさと知事ネットワーク県

２

上場企業（本社）の１／２が東京に立地

三大都市圏には８割超が集中

○大学、企業の分布状況

・地方から多くの若者が大都市の大学に進学、卒業後は大都市で就職
・大学・企業の集中は、大都市への人口集中を加速、生活環境を悪化させる悪循環
・大学・企業の地方分散により、人口の地方分散を進める必要

大学生の２／３が三大都市圏に集中
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○建設投資の配分状況

・建設投資のアンバランスが、近年再び拡大傾向

出典：建設総合統計（国交省）

【建設投資】（公共＋民間）

（兆円）

三大
都市圏

三大都市
圏以外

うち知事
ネット

三大都市圏
集中ピーク

三大都市圏
集中ピーク

三大都市圏
再集中

三大都市圏
再集中

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）

1976年 三大都市圏 １４.０兆円 ＞ ふるさと知事ネット ４.７兆円 ３.０倍

1990年 三大都市圏 ４２.４兆円 ＞ ふるさと知事ネット １０.６兆円 ４.０倍

2000年 三大都市圏 ２７.４兆円 ＞ ふるさと知事ネット １０.７兆円 ２.６倍

2011年 三大都市圏 １８.９兆円 ＞ ふるさと知事ネット ５.３兆円 ３.５倍

建設工事費推移（着工ベース）
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○地域ＧＤＰの状況

※1995年以前は基準年が違うため参考値

・地域ＧＤＰのアンバランスが、近年拡大傾向

出典：県民経済計算（内閣府）

三大
都市圏

三大都市
圏以外

うち知事
ネット

（兆円）
県内総生産推移（名目）

1975年 三大都市圏 ７８.６兆円 ＞ ふるさと知事ネット １６.５兆円 ４.８倍

1990年 三大都市圏 ２４６.５兆円 ＞ ふるさと知事ネット ４６.７兆円 ５.３倍

2000年 三大都市圏 ２７３.５兆円 ＞ ふるさと知事ネット ５７.８兆円 ４.７倍

2009年 三大都市圏 ２５６.６兆円 ＞ ふるさと知事ネット ５２.１兆円 ４.９倍

格差最大

格差
再拡大傾向

格差最大

格差
再拡大傾向

４

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）



○2040年の高齢化の状況

・今後、２０４０年に向けて、特に三大都市圏で高齢者の増加
が急速に進行

・一方、地方では三大都市圏に比べ、すでに高齢化が進行し
ているため、２０４０年に向けての増加は緩やか

2040年の65歳以上の指数
（2010年＝100）

2040年の65歳以上の指数
（2010年＝100）

1 沖縄県 171.3 
2 神奈川県 159.5 
3 東京都 153.7 
4 埼玉県 149.7 
5 愛知県 147.4 

6 滋賀県 147.0 
7 千葉県 146.1 

8 福岡県 136.5 
9 宮城県 136.3 
10 大阪府 135.3 

・・・
38 鹿児島県 109.0 
39 鳥取県 108.6 

40 徳島県 108.2 
41 和歌山県 104.6 
42 岩手県 103.0 
43 山形県 101.8 

44 山口県 100.8 
45 高知県 99.7 
46 島根県 97.6 

47 秋田県 95.5 

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）

５出典： 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年）



○介護老人福祉施設の整備状況

介護老人福祉施設数（所）
（65歳以上人口10万人当たり）

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）

・三大都市圏では、１０万人当たりの施設数が少なく、今後２０４０年に向けて施
設の確保が課題。対して、地方では施設が充実

1 島 根 県 36.6
2 鹿児島県 28.2
3 香 川 県 28.0
4 秋 田 県 27.8
5 長 崎 県 27.3
6 徳 島 県 26.2
7 福 井 県 25.9
8 岩 手 県 25.8
9 宮 崎 県 25.1
10 佐 賀 県 25.0

・・・
38 岐 阜 県 19.2
39 滋 賀 県 19.0
40 福 岡 県 18.4
41 沖 縄 県 17.9
42 埼 玉 県 16.4
43 大 阪 府 16.3
44 千 葉 県 14.8
45 神奈川県 14.6
46 東 京 都 13.9
47 愛 知 県 12.4

介護老人福祉施設数（所）
（65歳以上人口10万人当たり）

６出典：総務省「統計でみる都道府県のすがた」（2013年）



○三世代同居の状況

一般世帯に占める
三世代世帯の割合（％）

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）

・東京や大阪では、核家族化が進んでおり、高齢者の単身者割合が高い

・山形県では、三世代同居の割合が突出して高く、高齢単身者の割合が最も低い

７

一般世帯に占める
三世代世帯の割合（％）

1 山形県 21.5
2 福井県 17.6
3 秋田県 16.4
4 新潟県 16.4
5 富山県 16.1
6 福島県 15.3
7 岩手県 15.1
8 鳥取県 14.8
9 佐賀県 14.7
10 島根県 14.4

・・・
38 宮崎県 5.8
39 兵庫県 5.7
40 広島県 5.5
41 沖縄県 5.5
42 京都府 5.1
43 北海道 3.9
44 神奈川県 3.7
45 大阪府 3.6
46 鹿児島県 3.2
47 東京都 2.3

1 東京都 23.6
2 鹿児島県 22.8
3 大阪府 22.1
4 高知県 20.5
5 北海道 19.3
6 兵庫県 18.7
7 福岡県 18.7
8 和歌山県 18.6
9 山口県 18.6
10 宮崎県 18.4

・・・
38 長野県 12.1
39 静岡県 11.9
40 福島県 11.8
41 滋賀県 11.7
42 岐阜県 11.5
43 茨城県 11.3
44 富山県 11.0
45 福井県 10.6
46 新潟県 10.5
47 山形県 9.2

65歳以上人口に占める
高齢単身者の割合（％）

出典：総務省「国勢調査」（2010年） 出典：総務省「国勢調査」（2010年）



○合計特殊出生率の状況

・三大都市圏では、合計特殊出生率が低い傾向

・ふるさと知事ネットワークでは、高い県が多い

1 沖縄県 1.86
2 宮崎県 1.68
3 鹿児島県 1.64
4 熊本県 1.62
5 島根県 1.61
6 佐賀県 1.61
7 長崎県 1.60
8 鳥取県 1.58
9 福井県 1.56
10 香川県 1.56

・・・
38 秋田県 1.35
39 千葉県 1.31
40 大阪府 1.30
41 埼玉県 1.28
42 神奈川県 1.27
43 奈良県 1.27
44 北海道 1.25
45 宮城県 1.25
46 京都府 1.25
47 東京都 1.06

高低

合計特殊出生率（２０１１年）

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）

合計特殊出生率（２０１１年）

８出典：厚生労働省「人口動態統計」



○子育て環境の状況

・三大都市圏、特に東京では、保育所数が不足し待機児童の問題が深刻

・ふるさと知事ネットワーク県では、子育て環境が充実

保育所数(所)
（０～５歳人口10万人当たり）

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）

保育所数(所)

（０～５歳人口10万人当たり）

1 青 森 県 771.4
2 島 根 県 755.2
3 高 知 県 749.1
4 鳥 取 県 625.7
5 新 潟 県 620.7
6 徳 島 県 601.6
7 福 井 県 597.2
8 宮 崎 県 584.1
9 長 崎 県 578.5
10 熊 本 県 570.4

・・・
38 東 京 都 278.6
39 兵 庫 県 278.2
40 宮 城 県 278.0
41 愛 知 県 271.3
42 大 阪 府 255.1
43 奈 良 県 249.3
44 静 岡 県 247.1
45 埼 玉 県 238.4
46 千 葉 県 224.3
47 神奈川県 200.1

９
出典：総務省「社会生活統計指標

-都道府県の指標」（2013）

待機児童数(人)

出典：厚生労働省（２０１２年）

1 東京都 7,257

2 沖縄県 2,305

3 大阪府 2,050

4 神奈川県 2,039

5 千葉県 1,352

6 愛知県 1,207

7 福岡県 1,174

8 北海道 1,075

9 埼玉県 1,075

10 兵庫県 927

・・・
38 新潟県 0

39 富山県 0

40 石川県 0

41 福井県 0

42 山梨県 0

43 長野県 0

44 岐阜県 0

45 鳥取県 0

46 香川県 0

47 宮崎県 0



○住宅環境（１）

民営賃貸住宅の家賃（円）
（１か月3.3㎡当たり）

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）

民営賃貸住宅の家賃（円）
（１か月3.3㎡当たり）

1 東 京 都 8,937
2 神奈川県 6,603
3 埼 玉 県 5,880
4 大 阪 府 5,634
5 京 都 府 5,209
6 兵 庫 県 5,136
7 愛 知 県 4,841
8 静 岡 県 4,646
9 千 葉 県 4,616
10 鹿児島県 4,613

・・・
38 徳 島 県 3,741
39 岐 阜 県 3,695
40 福 島 県 3,681
41 福 井 県 3,666
42 富 山 県 3,649
43 宮 崎 県 3,555
44 佐 賀 県 3,435
45 岩 手 県 3,402
46 大 分 県 3,351
47 愛 媛 県 3,273

1 秋 田 県 78.4
2 富 山 県 77.5
3 福 井 県 77.4
4 山 形 県 75.5
5 新 潟 県 73.9
6 岐 阜 県 73.9
7 三 重 県 73.0
8 島 根 県 73.0
9 和歌山県 72.8
10 奈 良 県 72.6

・・・
38 広 島 県 61.2
39 宮 城 県 60.8
40 京 都 府 60.8
41 愛 知 県 57.8
42 北 海 道 57.2
43 神奈川県 57.2
44 福 岡 県 53.6
45 大 阪 府 53.0
46 沖 縄 県 50.2
47 東 京 都 44.6

持ち家比率（％）
（対居住世帯あり住宅数）

・三大都市圏では、人口の集中で住宅家賃が高く、とくに東京は突出して高い

・ふるさと知事ネットワーク県では、持ち家比率が高く住環境が充実

１０出典：総務省「統計でみる都道府県のすがた」（2013年）



持ち家住宅の延べ面積（㎡）
（１住宅当たり）

三大都市圏（９都府県）

ふるさと知事ネット（１３県）

持ち家住宅の延べ面積（㎡）
（１住宅当たり）

借家住宅の延べ面積（㎡）
（１住宅当たり）

・三大都市圏とふるさと知事ネットワーク県では、持ち家で最大２倍弱、借家でも
１．５倍弱の差があり、ふるさと知事ネットワーク県では住環境が充実

１１

1 富 山 県 179.3
2 福 井 県 172.6
3 山 形 県 165.6
4 石 川 県 163.4
5 秋 田 県 162.8
6 新 潟 県 161.7
7 島 根 県 155.5
8 長 野 県 154.6
9 岩 手 県 154.4
10 青 森 県 152.6

・・・
38 宮 崎 県 118.0
39 高 知 県 115.3
40 京 都 府 111.8
41 千 葉 県 111.1
42 鹿児島県 107.9
43 埼 玉 県 107.3
44 沖 縄 県 103.5
45 大 阪 府 101.0
46 神奈川県 99.1
47 東 京 都 92.4

1 福 井 県 56.7
2 佐 賀 県 54.5
3 青 森 県 54.2
4 秋 田 県 54.0
5 島 根 県 53.8
6 奈 良 県 53.7
7 鳥 取 県 53.1
8 長 崎 県 52.7
9 長 野 県 52.6
10 香 川 県 51.8

・・・
38 滋 賀 県 46.6
39 栃 木 県 46.5
40 愛 知 県 45.9
41 千 葉 県 45.1
42 宮 城 県 44.8
43 埼 玉 県 44.2
44 大 阪 府 42.3
45 神奈川県 42.0
46 京 都 府 41.4
47 東 京 都 38.0

○住宅環境（２）

出典：総務省「統計でみる都道府県のすがた」（2013年）



○農業の状況

・農業就業者の高齢化が進んでおり、後継者不足などもあり農業の継続が課題
・今後、ＴＰＰ交渉によっては、関税の撤廃、さらなる自給率低下の可能性あり

・わが国の農業就業人口は年々減少、６割以上

は高齢者で、後継者のいない世帯が4割超

・食料自給率は先進国で唯一50%以下

農業後継者の有無別農家数の推移（販売農家）
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諸外国の食糧自給率（カロリーベース）の推移

米 豚肉 牛肉 鶏肉 小麦 砂糖

778% 136% 38.5%
8.5～
11.9%

252% 328%

日本の主な農産物の輸入に対する関税

１２出典：農林水産省「食料需給票」、FAO「Food Balance Sheet」を基に農林水産省が試算

出典：農林水産省「農林業センサス」
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65歳以上の割合
（農業就業人口）

基幹的農業従事者の平均年齢

農業就業人口、基幹的農業従事者数の推移

うち基幹的
農業従事者

出典：農林水産省「農林業センサス」、「農業構造動態調査」



○全国の農業産出額の状況

※ 平成23年生産農業所得統計より

農業産出額
(億円)

全国
順位

農業産出額
(億円)

全国
順位

農業産出額
(億円)

全国
順位

北海道 10,137 1 石川 556 43 岡山 1,297 24 

青森 2,804 8 福井 458 44 広島 1,074 29 

岩手 2,387 11 山梨 792 35 山口 688 38 

宮城 1,641 20 長野 2,268 12 徳島 1,004 31 

秋田 1,732 19 岐阜 1,130 27 香川 783 36 

山形 2,155 15 静岡 2,127 16 愛媛 1,272 25 

福島 1,851 18 愛知 2,948 6 高知 958 32 

茨城 4,097 2 三重 1,096 28 福岡 2,177 14 

栃木 2,659 10 滋賀 589 42 佐賀 1,243 26 

群馬 2,213 13 京都 699 37 長崎 1,421 22 

埼玉 1,967 17 大阪 341 46 熊本 3,113 5 

千葉 4,009 4 兵庫 1,461 21 大分 1,331 23 

東京 272 47 奈良 444 45 宮崎 2,874 7 

神奈川 809 33 和歌山 1,013 30 鹿児島 4,069 3 

新潟 2,756 9 鳥取 676 39 沖縄 800 34 

富山 672 40 島根 598 41 全国計 83,462 

知事ネット計 18,792
全国の

23%
１３



○ふるさと知事ネットワーク 各県の主な農産物（トップ10位）

※ 平成23年生産農業所得統計より

順
位

青 森 山 形 石 川 福 井 山 梨 長 野 三 重

農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比

全額計 2,804 100.0 全額計 2,155 100.0 全額計 556 100.0 全額計 458 100.0 全額計 792 100.0 全額計 2,268 100.0 全額計 1,096 100.0 

1 りんご 714 25.5 米 816 37.9 米 315 56.7 米 318 69.4 ぶどう 234 29.5 米 490 21.6 米 304 27.7 

2 米 535 19.1 おうとう 275 12.8 鶏卵 40 7.2 鶏卵 22 4.8 もも 181 22.9 りんご 259 11.4 鶏卵 130 11.9 

3 豚 240 8.6 豚 120 5.6 生乳 24 4.3 生乳 9 2.0 米 70 8.8 レタス 211 9.3 茶(生葉) 63 5.7 

4 ブロイラー 176 6.3 肉用牛 96 4.5 豚 20 3.6 さといも 7 1.5 すもも 26 3.3 はくさい 136 6.0 豚 62 5.7 

5 鶏卵 162 5.8 ぶどう 87 4.0 すいか 19 3.4 肉用牛 7 1.5 おうとう 26 3.3 ぶどう 109 4.8 肉用牛 60 5.5 

6 肉用牛 111 4.0 生乳 73 3.4 トマト 11 2.0 ねぎ 7 1.5 
スイートコ
ーン 25 3.2 生乳 107 4.7 生乳 55 5.0 

7 やまのいも 109 3.9 りんご 62 2.9 だいこん 11 2.0 すいか 5 1.1 生乳 21 2.7 肉用牛 67 3.0 みかん 45 4.1 

8 にんにく 106 3.8 すいか 54 2.5 かんしょ 10 1.8 うめ 5 1.1 鶏卵 19 2.4 豚 49 2.2 荒茶 34 3.1 

9 だいこん 86 3.1 西洋なし 46 2.1 日本なし 8 1.4 だいこん 5 1.1 なす 14 1.8 キャベツ 44 1.9 トマト 27 2.5 

10 ごぼう 76 2.7 きゅうり 35 1.6 ぶどう 8 1.4 
ほうれんそ

う 5 1.1 洋ラン(鉢) 14 1.8 日本なし 39 1.7 庭園樹苗木 23 2.1 

順
位

奈 良 鳥 取 島 根 高 知 熊 本 宮 崎

農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比 農産物 産出額 構成比

全額計 444 100.0 全額計 676 100.0 全額計 598 100.0 全額計 958 100.0 全額計 3,113 100.0 全額計 2,874 100.0 

1 米 115 25.9 米 156 23.1 米 238 39.8 米 125 13.0 米 409 13.1 ブロイラー 486 16.9 

2 かき 68 15.3 ブロイラー 62 9.2 肉用牛 62 10.4 なす 83 8.7 トマト 326 10.5 肉用牛 448 15.6 

3 生乳 28 6.3 豚 58 8.6 生乳 61 10.2 にら 71 7.4 肉用牛 304 9.8 豚 370 12.9 

4 いちご 17 3.8 生乳 57 8.4 鶏卵 35 5.9 しょうが 70 7.3 生乳 237 7.6 米 224 7.8 

5
ほうれんそ

う 16 3.6 日本なし 52 7.7 ぶどう 25 4.2 みょうが 62 6.5 豚 173 5.6 きゅうり 163 5.7 

6 なす 15 3.4 すいか 38 5.6 豚 24 4.0 きゅうり 57 5.9 みかん 149 4.8 ピーマン 100 3.5 

7 きく 14 3.2 ねぎ 35 5.2 トマト 10 1.7 ピーマン 31 3.2 いちご 112 3.6 鶏卵 86 3.0 

8 鶏卵 13 2.9 肉用牛 25 3.7 ねぎ 8 1.3 みかん 29 3.0 すいか 109 3.5 生乳 81 2.8 

9 トマト 10 2.3 鶏卵 21 3.1 
ほうれんそ

う 6 1.0 ゆり 29 3.0 メロン 107 3.4 かんしょ 66 2.3 

10 茶(生葉) 10 2.3 らっきょう 19 2.8 だいこん 6 1.0 ししとう 27 2.8 なす 81 2.6 だいこん 58 2.0 

(億円、％）

１４


